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平
成
28
年
第
２
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
６
月
６
日
に
開
催
。
主

に
熊
本
地
震
被
災
の
復
旧
復
興
に

伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

18
件
（
報
告
３
、
専
決
処
分
７
、

条
例
１
、
補
正
予
算
３
、
同
意
・

諮
問
４
）
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通

り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
対
応
の
中
で
の
開
催
と

な
っ
た
た
め
、
会
期
は
１
日
だ
け

の
異
例
の
定
例
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
専
決
処

分
を
含
め
て
第
１
〜
３
号
で
、
37

億
９
８
３
３
万
５
千
円
を
追
加
、

28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
総
額
78

億
９
２
８
６
万
４
千
円
に
な
り
ま

し
た
。
条
例
は
地
震
に
よ
る
被
災

者
の
町
税
を
減
免
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
災
害
廃

棄
物
処
理
費
や
被
災
住
宅
解
体
委

託
費
14
億
５
３
２
１
万
７
千
円
、

道
路
や
農
業
用
水
路
、
学
校
施
設

の
応
急
復
旧
費
２
億
９
５
９
１
万

６
千
円
、
住
宅
応
急
修
理
費
１
億

７
２
８
０
万
円
、
公
園
の
災
害
復

旧
費
２
億
４
４
２
４
万
４
千
円
な

ど
で
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
４
件

に
つ
い
て
も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
町
政
報
告
で
、
熊

本
連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
協
約

な
ど
の
ほ
か
町
内
の
被
災
状
況
と

対
策
に
触
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
か
し
ま
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
な
ど
16
市
町
村
は
３
月

30
日
、
熊
本
市
と
「
熊
本
連
携
中

枢
都
市
圏
」
形
成
に
関
す
る
連
携

協
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、

国
の
財
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

圏
域
全
体
の
産
業
振
興
や
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

中
枢
都
市
圏
構
想
は
地
方
創
生

策
の
一
環
。
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
人
口
20
万
人

以
上
の
拠
点
都
市
と
周
辺
自
治
体

が
連
携
、
単
独
で
は
解
決
が
難
し

い
課
題
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

熊
本
市
は
昨
年
６
月
、「
連
携
中

枢
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
嘉
島
町

な
ど
近
隣
16
市
町
村
と
同
市
は
今

年
１
月
、
現
在
１
１
２
万
４
千
人

の
圏
域
人
口
を
２
０
６
０
年
で
１

０
２
万
人
と
し
、
産
業
育
成
や
高

度
医
療
、
子
育
て
支
援
な
ど
28
項

目
60
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
「
都
市

圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

連
携
内
容
は
熊
本
市
と
各
自
治

体
と
の
個
別
協
約
で
定
め
、
嘉
島

町
は
、
４
月
か
ら
の
熊
本
市
の
病

児
保
育
（
預
か
り
）
利
用
な
ど
20

項
目
39
事
業
の
連
携
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

調
印
式
後
の
合
同
記
者
会
見
で
、

荒
木
町
長
は
近
隣
市
町
村
を
代
表

し
て
、「
す
べ
て
の
市
町
村
が
主

体
的
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
発
揮
、
互
い
に
活
用
、
連

携
し
な
が
ら
、
他
の
圏
域
に
負
け

な
い
も
の
を
創
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
さ
ら
に
各
首
長
の

発
言
の
後
、「
平
成
の
大
合
併
と

異
な
り
、
各
自
治
体
が
認
め
合
い

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く

新
し
い
時
代
に
入
っ
た
」
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。

　

大
西
一
史
熊
本
市
長
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
出
せ
る
よ
う
け

ん
引
役
を
担
わ
せ
て
も
ら
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
第
２
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

震
災
関
連
補
正（
一
般
会
計
）

　

37
億
９
８
３
３
万
５
千
円

詳
し
く
は
７
月
号
で　

　

嘉
島
町
農
業
委
員
会
の
平
成
28

年
度
第
１
回
会
議
は
４
月
１
日
、

役
場
会
議
室
で
開
催
。
委
員
17
人

に
よ
る
互
選
で
、
上
島
の
下
田
司

さ
ん
が
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。下田　司さん

協
約
締
結
後
、
握
手
す
る
荒
木
町
長
（
左
）
と
大
西
熊
本
市
長

「
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
」
発
足

「
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
」
発
足

　
　

嘉
島
町
な
ど

　
　

嘉
島
町
な
ど
1616
市
町
村
と
熊
本
市

市
町
村
と
熊
本
市

　
　

産
業
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
連
携

　
　

産
業
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
連
携

町
農
業
委
員
会
会
長
に

 　
　

下
田　

司
さ
ん
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平
成
28
年
度
の
第
１
回
嘱
託
員

会
議
は
５
月
２
日
、
役
場
で
開
か

れ
、
再
任
２
人
、
新
任
４
人
に
荒

木
町
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
の
嘱
託
員
は
13
人
。
町
と
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

震
災
の
た
め
例
年
に
比
べ
て
半
月

遅
れ
の
交
付
で
し
た
。

　

各
区
嘱
託
員
は
次
の
通
り
で
す
。 　

嘉
島
町
消
防
団
の
新
部
長
へ
の

辞
令
交
付
は
、
熊
本
地
震
の
前
震

発
生
後
の
４
月
15
日
、
震
災
対
策

に
追
わ
れ
る
中
で
行
わ
れ
、
榮
光

男
団
長
が
10
人
の
新
部
長
に
辞
令

を
渡
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
町
消
防
団
員
は
昨
年
同

期
に
比
べ
て
13
人
増
の
３
８
１
人
。

16
日
未
明
の
本
震
発
生
後
も
住
民

救
助
や
避
難
所
運
営
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
町
民
の
た
め
に
献
身

的
な
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

再
任
を
含
む
消
防
団
部
長
は
次

の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

　

◇
第
１
分
団
▽
第
１
部
長　

名
嘉
眞
勉
▽
第
２
部
長　

髙
田

洋
治
▽
第
３
部
長　

工
藤
寛

　

◇
第
２
分
団
▽
第
１
部
長　

石
坂
顕
昇
▽
第
２
部
長　

廣
田

健
二
▽
第
３
部
長　

下
内
祐
誠

　

◇
第
３
分
団
▽
第
１
部
長　

太
田
憲
治
▽
第
２
部
長　

岩
本

幸
博
▽
第
３
部
長　

宮
田
誠

　

◇
第
４
分
団
▽
第
１
部
長　

齊
藤
誠
▽
第
２
部
長　

林
田
英

治
▽
第
３
部
長
林
田
哲
彰
▽
第

４
部
長　

竹
川
龍
生

行
政
区

氏　

名

○

西
村

大
森　

俊
明

上
六
嘉

増
岡　

司

北
甘
木

水
野　

正
身

井
寺

工
藤　

健
一

下
六
嘉

工
藤　

保
孝

○

三
郎
無
田

工
藤　

惇

上
島

田
上　

要
一

◎

鯰

藤
田　

堅

◎

滝
河
原

中
村　

孟

◎

高
田

下
田　

一
夫

上
仲
間

甲
斐　

昌
和

◎

下
仲
間

松
本　

一
幸

犬
渕

松
本　

誠
一

（
◎
新
任
、
○
再
任
、
敬
称
略
）

町
民
を
守
る！

嘉
島
町
消
防
団

新
部
長
に
辞
令

町
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役

町
と
町
民
と
の
パ
イ
プ
役

嘱
託
員
に
委
嘱
状

嘱
託
員
に
委
嘱
状

平
成
28
年
度
第
１
回
会
議

　

４
月
６
〜
15
日
の
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期
間
中
、
嘉
島
町
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　

４
月
６
日
、
甲
佐
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
嘉
島
町
の
交

通
指
導
員
や
交
通
安
全
母
の
会
な

ど
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
甲
佐
町
長
、

交
通
安
全
協
会
長
、
御
船
署
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
甲
佐
町
交
通
安

全
母
の
会
会
長
が
気
合
の
こ
も
っ

た
交
通
安
全
宣
言
。
嘉
島
町
役
場

ま
で
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

○
街
頭
指
導　

町
内
の
主
要
交
差

点
で
、
町
議
会
議
員
、
交
通
指
導

員
、
母
の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交
通
安

全
協
会
員
、
町
職
員
が
横
断
旗
を

手
に
児
童
、
生
徒
の
登
校
時
に
交

通
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
町
長
も
登
校
見
守
る　

荒
木
町

長
は
４
月
12
日
朝
、
登
校
す
る
嘉

島
東
・
西
小
の
児
童
や
嘉
島
中
の

生
徒
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

町
長
が
「
気
を
付
け
て
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、

児
童
ら
は
元
気
の
い
い
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
い
ま
し
た
。

○
黄
色
の
傘
と
安
全
帽
の
贈
呈　

　

御
船
署
で
４
月
４
日
、
御
船
地

区
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
御
船

地
区
の
新
小
学
１
年
生
に
黄
色
い

傘
が
贈
ら
れ
、
嘉
島
町
の
前
田
蒼

心
く
ん
、
鍋
田
未
侑
ち
ゃ
ん
が
代

表
で
黄
色
い
傘
を
受
け
取
り
ま
し

た
。
11
日
の
入
学
式
で
は
、
嘉
島

東
、
西
小
の
新
１
年
生
１
０
１
人

に
、
黄
色
い
傘
と
、
町
か
ら
の
黄

色
い
安
全
帽
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

○
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

甲
佐
町
の
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐

で
４
月
12
日
に
行
わ
れ
、
御
船

署
管
内
４
町
の
老
人
会
、
母
の
会
、

交
通
安
全
協
会
の
各
チ
ー
ム
が

参
加
。
各
ホ
ー
ル
に
は
一
時
停
止

や
は
み
出
し
禁
止
な
ど
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
あ
り
、
参
加
者
は
思
い

や
り
の
あ
る
運
転
な
ら
ぬ
ス
テ
ィ
ッ

ク
さ
ば
き
を
披
露
。
嘉
島
町
の
老

人
会
チ
ー
ム
は
12
チ
ー
ム
中
第
３

位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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―
住
ん
で
良
か
っ
た
！ 

水
の
郷　

嘉
島
―

平成28年度一般会計当初予算

40億9452万9千円 前年度比
1.1 ％ 減

開
発
予
定
地
の
北
甘
木
地
区
に
立
て
ら
れ
た

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
の
広
報
看
板

28年度の主な事業
○ 

東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
の
宣

伝
広
報
、
造
成
工
事

○
総
合
運
動
公
園
の
駐
車
場
増
設

○
教
育
施
設
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
取
り
組
み
強
化

○ 

空
き
家
登
録
活
用
事
業
と
町
紹
介
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
イ
メ
ー
ジ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成

　

嘉
島
町
の
平
成
28
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
３
月
町
議
会
で
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
総

額
は
40
億
９
４
５
２
万
９
千
円
。

前
年
度
当
初
比
４
５
６
１
万
３
千

円
、
１
・
１
％
減
少
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
や
歳
入
・
歳
出
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第

５
次
嘉
島
町
総
合
計
画
の
期
間
は

10
年
。
28
年
度
は
後
期
（
28
〜
32

年
度
）
の
初
年
度
で
す
。
後
期
基

本
計
画
は
、
前
期
計
画
の
進
捗
状

況
や
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
「
嘉

島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」、
熊
本
市
と
の
間
で
調

印
し
た
中
枢
都
市
圏
形
成
に
関
す

る
連
携
協
約
な
ど
に
合
わ
せ
、
３

月
に
開
か
れ
た
町
総
合
計
画
審
議

会
で
当
初
計
画
を
修
正
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
当
初
予
算
は
、
修
正
後

の
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ
た
各
種

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
の
人
口
動
態
に
よ
る
と
、

総
合
計
画
前
期
の
５
年
間
で
、
町

の
人
口
は
３
６
６
人
増
え
ま
し
た
。

た
だ
、
年
少
人
口
が
１
８
７
人
、

老
年
人
口
が
２
３
３
人
そ
れ
ぞ
れ

増
え
た
の
に
対
し
て
、
生
産
人
口

は
54
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
な
か
、

区
画
整
理
や
企
業
誘
致
に
よ
る
定

住
促
進
や
雇
用
確
保
、
子
育
て
支

援
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

歳　

入

　

町
税
や
繰
入
金
等
の
自
主
財
源

の
比
率
は
前
年
度
か
ら
４
・
４
％

下
降
し
て
50
・
７
％
、
地
方
交
付

税
等
の
依
存
財
源
が
49
・
３
％
に

上
昇
し
ま
し
た
。
自
主
財
源
比
率

の
低
下
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に

算
入
し
て
い
た
嘉
島
西
小
学
校
校

舎
増
築
工
事
に
伴
う
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
が
、
工
事
終
了

に
伴
っ
て
縮
小
し
た
た
め
で
す
。

　

自
主
財
源
の
軸
と
な
る
町
税
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
０
・
８
％
増
を

見
込
ん
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
部
台
地
や
芝
原
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
の
自
主

努
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

歳　

出

　

嘉
島
西
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

終
了
な
ど
に
よ
り
投
資
的
経
費

が
前
年
度
の
24
・
９
％
か
ら
17
・

９
％
に
低
下
。
人
件
費
や
扶
助
費

な
ど
の
義
務
的
経
費
が
前
年
度
比

８
・
０
％
増
、
経
常
的
経
費
が
４
．

６
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
で
は
、
東
部
台
地
土

地
区
画
整
理
事
業
が
２
億
６
６
１

１
万
５
千
円
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
宣
伝
広
報
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
造
成
工
事
に
着
手
し
ま

す
。
大
型
家
電
の
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
進
出
が
決

ま
っ
た
芝
原
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
は
２
６
３
２
万
１
千
円
。

換
地
設
計
を
進
め
、
事
業
認
可
の

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
施
設
周
辺
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
や
町
道
新
設
改
良
は
児
童
・

生
徒
、
住
民
の
安
全
、
安
心
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
。
ふ
る
さ
と
寄

附
金
の
取
り
組
み
強
化
は
、
自
主

財
源
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
た
め
。

空
き
家
登
録
活
用
や
町
紹
介
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
イ
メ
ー
ジ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
は
町
外
か
ら
の
移
住
、
定
住

を
促
進
す
る
た
め
で
す
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
を
効
率

よ
く
運
用
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

　
　
　
　
（
財
政
係
）

嘉島町の人口動態（人）▲＝減
平成28年
3月末

平成23年
3月末 増減

年少人口
（0 ～ 14歳） 1,464 1,277 187

生産人口
（15～64歳） 5,342 5,396 ▲ 54

老年人口
（65歳以上） 2,389 2,156 233

総人口 9,195 8,829 366

活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市

活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
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町税 14億4760万3千円
繰入金 3億8207万0千円
分担金及び負担金 1億2592万9千円
使用料及び手数料 4097万8千円
財産収入 180万4千円
繰越金 4600万0千円
諸収入 3032万9千円
寄附金 110万0千円
地方交付税 5億0000万0千円
地方特例交付金 550万0千円
国県支出金 9億1687万2千円
地方譲与税 3400万0千円
利子割交付金 130万0千円
配当割交付金 300万0千円
株式譲渡所得割交付金 2600万0千円
地方消費税交付金 1億7800万0千円
自動車取得税交付金 380万0千円
交通安全対策特別交付金 200万0千円
町債 3億4824万4千円
平成28年度 歳入予算額 40億9452万9千円

議会費 6501万8千円 議会活動に要する経費
総務費 4億6793万3千円 全般的な管理事務、企画調整事務、財政・財務管理に要する経費、

庁舎・財産維持管理費、戸籍、統計、徴税、選挙等の経費
民生費 12億0679万5千円 住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費
衛生費 4億1886万8千円 住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費 2億6259万0千円 農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等
商工費 546万0千円 商工業の振興、観光事業等の経費
土木費 7億5539万4千円 維持的、改良的な土木事業全般
消防費 1億6013万3千円 消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費
教育費 3億7533万8千円 教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費
公債費 3億2700万0千円 未償還の公債の元金、利子等
予備費 5000万0千円
平成28年度 歳出予算額 40億9452万9千円

平成28年度 嘉島町特別会計予算
国民健康保険特別会計予算

12 億 0749 万 4 千円
住宅新築資金等貸付特別会計予算

32 万 1 千円
介護保険特別会計予算

7億 9602 万 9 千円
公共下水道事業特別会計予算

5億 9307 万 9 千円
後期高齢者医療特別会計予算

1億 1470 万 8 千円
簡易水道事業特別会計予算

3億 5114 万 1 千円

予算の主な使われ方

歳入

総務費

民生費

衛生費
土木費

農林水産業費商工費

消防費

議会費予備費

公債費

災害復旧費

教育費

歳出

町税

繰入金

繰越金

分担金負担金
使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

自主財源（50.7％）依存財源（49.3％）

地方交付税・地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金等
地方譲与税 町債

歳入

歳出
 ［扶助費］ 
施設型（保育）給付費扶助 3億7967万8千円
児童手当扶助 1億7820万0千円
障害者自立支援給付費扶助 8232万6千円
 ［補助費等］ 
上益城消防組合負担金 1億1988万0千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 9225万8千円
県営水利施設整備事業負担金 5445万0千円
農地維持・資源向上共同活動支払交付金 3264万9千円
御船地区衛生施設組合負担金 3173万0千円
環境保全型農業支援対策事業補助金 1864万0千円
 ［維持補修費］ 
町道維持補修費 1564万7千円
 ［普通建設事業費］ 
嘉島東部台地土地区画整理事業 2億6611万5千円
道路橋梁新設改良事業 1億1998万3千円
埋蔵文化財調査事業 7068万9千円
運動公園整備事業 4467万1千円
芝原土地区画整理事業 2632万1千円
 ［繰　出　金］ 
公共下水道事業特別会計繰出金 1億5812万4千円
後期高齢者医療広域連合負担金 1億2181万4千円
介護保険特別会計繰出金 1億1698万4千円
国民健康保険特別会計繰出金 8873万5千円
簡易水道事業特別会計繰出金 1455万0千円
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今
春
の
教
職
員
異
動
で
、
転

入
と
再
任
用
で
14
人
の
先
生
が

嘉
島
町
内
の
小
中
学
校
に
赴
任
。

辞
令
交
付
と
受
け
入
れ
式
は
４

月
１
日
、
町
民
会
館
で
あ
り
ま

し
た
。

　

工
藤
教
育
長
は
「
先
生
と
出

会
え
て
よ
か
っ
た
と
子
ど
も
た

ち
が
思
え
る
よ
う
な
教
育
を
お

願
い
し
た
い
」。
荒
木
町
長
は

「
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
町
を
誇
り

に
思
え
る
よ
う
、
す
く
す
く
と

育
て
て
ほ
し
い
」
と
期
待
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
学
期
開
始
早
々

に
熊
本
地
震
発
生
で
休
校
、
５

月
に
再
開
し
ま
し
た
。

　

１
カ
月
遅
れ
で
す
が
、
校
長

先
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
他

の
先
生
方
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
紹

介
し
ま
す
。
一
部
は
熊
本
地
震

後
に
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
①
抱
負
②
生
活
信

条
③
特
技
・
趣
味
な
ど
。
カ
ッ

コ
内
は
前
任
校
。

よ
う
こ
そ

　

か
し
ま
へ

14
人
の
先
生
赴
任

―
着
任
早
々
に
熊
本
地
震
が
起
き

ま
し
た
。

中
野　

学
校
は
自
主
避
難
所
と
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
が
助
け
合
う
場

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
の
強
い

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
学
校

で
は
被
災
児
童
の
心
の
ケ
ア
に
全

職
員
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

―
３
年
前
ま
で
東
小
に
。

中
野　

平
成
23
年
春
か
ら
２
年
間
、

校
長
と
し
て
は
最
初
の
学
校
で
し

た
。
保
護
者
や
地
域
の
人
か
ら
助

け
ら
れ
、
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

―
西
小
を
ど
ん
な
学
校
に
。

中
野　

東
小
で
の
経
験
も
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
や
先
生
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
も
地
域
の
人
も
「
学

校
が
大
好
き
」
と
心
か
ら
言
え
る

よ
う
な
学
校
に
し
た
い
。
子
ど
も

が
学
校
に
「
居
場
所
」
を
持
つ
こ

と
、
自
分
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
「
自
己
有
用
感
」
を

持
つ
こ
と
、
ル
ー
ル
を
守
る
「
規

範
意
識
」
を
持
つ
こ
と
を
大
事
に

し
、
落
ち
着
い
た
環
境
で
子
ど
も

が
素
直
に
自
分
を
表
現
で
き
る
学

校
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
な
ぜ
教
師
に
。

中
野　

母
一
人
子
一
人
の
家
庭
で
、

母
か
ら
「
安
定
し
た
職
業
に
」
と

勧
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
６
年
生

の
時
の
先
生
か
ら
厳
し
い
中
に
も

父
親
的
な
愛
情
を
受
け
た
の
が
原

点
か
な
と
思
い
ま
す
。
高
校
、
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
障
害

の
あ
る
人
や
特
別
支
援
学
校
に
か

か
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

―
教
師
と
は
。

中
野　

県
教
委
で
教
育
行
政
に
携

わ
っ
た
時
に
感
じ
た
の
で
す
が
、

教
師
は
子
ど
も
に
か
か
わ
っ
て
な

ん
ぼ
。
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど

も
に
向
き
合
い
、
子
ど
も
を
中
心

に
据
え
て
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

う
の
が
教
師
で
あ
り
、
教
育
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
校
長
と
し
て

も
目
の
前
に
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
で
き
る
だ
け
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
か
の
・
ひ
ろ
ゆ
き　

熊
本
大
学

教
育
学
部
卒
。
昭
和
59
年
教
師
に
。

大
津
小
を
皮
切
り
に
乙
女
、
中
島

南
部
、
御
船
、
甲
佐
、
滝
尾
小
な

ど
に
勤
務
。
前
任
は
県
教
委
学
校

人
事
課
。
母
、
妻
、
２
女
１
男
と

熊
本
市
に
住
む
。
55
歳
。

嘉
島
西
小
学
校

中
野 

浩
幸
校
長

「学校が大好き」に

①
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
嘉
島
中
の
み
ん
な
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿

に
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
変
な
毎
日
で
す
が
、
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
②
や
る
気
☆
本
気
☆
根

気
③
映
画
鑑
賞
と
犬
の
世
話
。

①
担
当
教
科
は
数
学
で
す
。
余
震

に
負
け
な
い
生
徒
の
笑
顔
に
感
心

し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
少
し
で
も

「
分
か
っ
た
！
」
と
思
え
る
よ
う

な
授
業
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
②
「
オ
ン
リ
ー
１
」
も
大

切
だ
け
ど
、「
ナ
ン
バ
ー
１
」
を

目
指
す
こ
と
も
大
事
！

①
地
震
に
よ
り
大
き
く
生
活
に
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
な
毎
日

で
す
が
、
前
向
き
に
学
習
や
行
事

等
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
②
好
奇
心
を
持
っ
て
学
び
続

け
る
こ
と
。
③
趣
味
は
読
書
で
す
。

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
に
挑
戦
し

た
い
で
す
。

①
嘉
島
町
で
の
勤
務
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
が
、
私
も
嘉
島
町
に
五

年
前
か
ら
住
ん
で
い
ま
す
。
大
好

き
な
嘉
島
町
の
た
め
に
、
一
歩
ず

つ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
②

何
事
に
も
一
生
懸
命
に
、
前
向
き

に
取
り
組
む
。

①
震
災
に
負
け
な
い
明
る
い
笑
顔

と
爽
や
か
な
あ
い
さ
つ
の
で
き
る

生
徒
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
毎

日
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
嘉
島
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
②

「
心
に
太
陽
を
持
て
」
③
歌
う
こ

と
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
、
食
べ
る

こ
と
。

嘉
島
中
学
校

教諭

藤
ふじもと

本　欣
きん や

也先生
（矢部中）

教諭

橋
はしもと

本　昌
まさあき

明先生
（甲佐中）

教諭
まつむら

村　光
みつひろ

洋先生
（益城中）

教諭

福
ふくしま

島　亜
あ や

矢先生
（大津中）

教諭

森
もり

　慎
しんたろう

太朗先生
（山鹿市立米野岳小）
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い
と
思
い
ま
す
。
②
「
微
力
は
無

力
で
は
な
い
」③
ノ
ッ
ク
で
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
を
打
つ
こ
と
。

①
自
然
豊
か
な
嘉
島
町
に
勤
務
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
で
き
る

よ
う
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

②
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
す
。

③
温
泉
に
行
く
の
が
好
き
で
す
。

①
嘉
島
町
と
嘉
島
の
子
ど
も
た
ち

の
良
さ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い

き
た
い
で
す
。
②
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
で
、
元
気
に
頑
張

り
ま
す
。
③
今
年
は
、
マ
ラ
ソ
ン

や
山
登
り
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア

ウ
ト
ド
ア
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

①
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
し
っ
か

り
学
び
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。
嘉
島
町
の
こ

と
に
も
詳
し
く
な
り
た
い
で
す
。

①
久
し
ぶ
り
の
上
益
城
の
地
、
水

と
自
然
豊
か
な
嘉
島
で
、
子
ど
も

た
ち
が
「
嘉
島
で
育
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
「
人
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

人
を
支
え
た
い
。」
と
考
え
行
動

し
て
い
ま
す
。

③
サ
ッ
カ
ー
観
戦
で
す
。

①
教
職
37
年
間
の
最
後
の
三
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
東
小
で
、
再
び

勤
務
で
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
老
骨

に
鞭
打
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
②
人

を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
趣
味
で
す
。

③
昔
遊
び
や
映
画
鑑
賞
、
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ュ
ー
ス
が
好
き
で
す
。

①
上
益
城
で
初
め
て
の
勤
務
で
す
。

新
し
い
気
持
ち
で
子
ど
も
た
ち
の

力
を
伸
ば
せ
る
存
在
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
②
笑
顔
を
絶
や
さ

ず
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
前
向
き
に

頑
張
り
ま
す
。
③
和
太
鼓
演
奏
。

時
々
マ
ラ
ソ
ン
に
も
出
て
い
ま
す
。

①
ド
ラ
モ
リ
の
裏
の
実
家
に
は
熊

本
地
震
で
ヒ
ビ
が
た
く
さ
ん
入
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ヒ

ビ
を
い
っ
し
ょ
に
う
め
て
い
き
ま

す
。
②
「
楽
し
む
」
③
ネ
コ
（
五

匹
）、
温
泉
め
ぐ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
、

○
○
狩
り
、
カ
フ
ェ
め
ぐ
り
、
昼

寝
な
ど
。

①
希
望
が
叶
い
、
嘉
島
町
で
勤
務

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
嘉

島
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
る
よ
う
西
小
の
子
ど

も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た

嘉
島
東
小
学
校

教頭

坂
さかもと

本　政
まさ し

司先生
（菊陽町立武蔵ヶ丘中）

教諭

阿
あ そ し な

蘇品　博
ひろし

先生
（嘉島東小・再任用）

教諭

吉
よしだ

田　幸
ゆきひろ

広先生
（芦北町立田浦小）

教諭

田
た

　和
かずひろ

裕先生
（広安小）

嘉
島
西
小
学
校

教諭

松
まつもと

本　剛
たけ し

史先生
（上天草市立登立小）

教諭

宮
みやもと

本　亜
あゆ み

弓先生
（山鹿市立三岳小）

教諭

勝
かつまた

間田あぐり先生
（宇城市立松橋小）

教諭

髙
たかお

尾　幸
ゆきみ

美先生
（荒尾市立緑ヶ丘小）

②Curiosity

（
好
奇
心
）
を
大

切
に
す
る
。
③
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
映

画
鑑
賞
、
ス
ノ
ボ
、
旅
行
な
ど
。

《
新
任
で
す 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
》

治
安
維
持
に
一
丸

【
経
歴
】
熊
本
市
在
住
。
52
歳
。

昭
和
63
年
警
察
官
を
拝
命
。
熊
本

北
署
を
皮
切
り
に
熊
本
東
、
阿
蘇
、

高
森
、
大
津
各
署
な
ど
を
経
て
、

嘉
島
交
番
へ
。家
族
は
妻
と
子
２
人
。

【
信
条
】
座
右
の
銘
は
「
一
期
一

会
」。「
人
の
縁
」
と
い
う
も
の
を

信
じ
て
お
り
、
各
種
事
案
を
通
じ

て
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
赴
任
は
、

私
に
と
っ
て
最
良
の
出
会
い
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

【
抱
負
】
地
震
発
生
後
の
嘉
島
町

の
治
安
維
持
に
嘉
島
交
番
員
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

早
く
前
の
生
活
に

【
経
歴
】
天
草
市
出
身
。
37
歳
。

熊
本
市
南
区
富
合
町
在
住
。
平
成

14
年
警
察
官
を
拝
命
。
北
署
‐
本

部
機
動
捜
査
隊
‐
東
署
‐
牛
深
署

‐
宇
城
署
を
経
て
、
嘉
島
町
へ
。

家
族
は
妻
と
小
学
４
年
生
の
息
子

と
小
学
１
年
生
の
娘
が
い
ま
す
。

【
信
条
】「
常
に
全
力
」。
何
事
も

全
力
で
や
れ
ば
、
結
果
は
自
ず
と

つ
い
て
く
る
と
思
い
込
ん
で
い
ま

す
（
実
際
は
結
果
が
と
も
な
わ
な

い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
が
…
）。

【
抱
負
】
今
回
の
熊
本
地
震
で
被

災
さ
れ
た
町
民
の
方
々
に
一
日
も

早
く
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

御船署嘉島交番所長
大塚　勝さん

役場総務課審議員
森田　英樹さん
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４
月
14
日
発
生
に
起
き
た
「
平

成
28
年
熊
本
地
震
」。
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
嘉
島
町
は
、
避
難
所
や

車
中
で
の
避
難
生
活
が
続
い
て
い

ま
す
。
被
害
実
態
が
判
明
す
る
な

か
、
学
校
が
再
開
、
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
が
始
ま
る
な
ど
復
旧
復

興
へ
の
道
筋
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
ま
で
の
主
な
動
き
を

ま
と
め
ま
し
た
。

経
過
と
県
内
被
害

　

４
月
14
日
の
前
震
、
16
日
の
本

震
を
含
め
、
熊
本
、
大
分
両
県
で

発
生
し
た
震
度
１
以
上
の
地
震
は

４
月
28
日
に
千
回
、
５
月
19
日
に

１
５
０
０
回
を
越
え
、
24
日
現
在
、

１
５
６
０
回
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
災
害
対
策
本
部
に
よ
る

と
５
月
25
日
現
在
、
県
内
の
死
亡

69
人
（
嘉
島
町
３
人
）、
震
災
関

連
死
20
人
（
嘉
島
町
１
人
）、
行

方
不
明
１
人
。
住
家
被
害
は
全
壊

８
２
０
７
棟
を
含
め
て
10
万
１
７

４
７
棟
。
避
難
は
21
市
町
村
、
１

９
４
カ
所
に
８
８
６
４
人
。

　

政
府
は
４
月
25
日
に
災
害
救
助

法
に
基
づ
く
激
甚
災
害
、
５
月
10

日
に
大
規
模
災
害
復
興
法
に
基
づ

く
「
非
常
災
害
」
の
指
定
を
閣
議

決
定
。
５
月
17
日
に
は
熊
本
地
震

災
害
の
復
旧
復
興
の
た
め
の
平
成

28
年
度
補
正
予
算
７
７
８
０
億
円

が
国
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
と
県
町
村
会
は
、
被
災

自
治
体
の
財
政
負
担
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
を
政

府
に
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

嘉
島
町

【
被
災
状
況
と
対
応
】

◇
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

　

▽
本
田
金
一
さ
ん
（
上
仲
間
）

◇
住
家
被
害
状
況
調
査

　

罹
災
証
明
書
発
行
の
基
準
と
な

る
調
査
で
、
町
内
全
戸
を
対
象
に

町
が
４
月
22
日
〜
５
月
15
日
、
１

次
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
全
壊
２
７
２
棟
▽
大
規
模
半

壊
63
棟
▽
半
壊
２
６
９
棟
▽
一
部

損
壊
１
８
４
８
棟
。

　

引
き
続
き
、
５
月
17
日
か
ら
申

し
込
み
に
基
づ
い
て
所
有
者
の
立

ち
会
い
で
屋
内
も
調
べ
る
２
次
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
応
急
危
険
度
判
定

　

全
壊
、
半
壊
な
ど
の
認
定
で
は

な
く
、
余
震
な
ど
に
よ
る
倒
壊
や

外
壁
、
ガ
ラ
ス
の
落
下
な
ど
の
危

険
性
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。
全

壊
家
屋
の
多
か
っ
た
西
村
、
上
六

嘉
、
鯰
地
区
の
１
３
９
６
棟
を
対

象
に
４
月
26
〜
28
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
赤
色
（
危
険
）
５
２
４
棟
▽

黄
色
（
要
注
意
）
３
６
８
棟
▽
緑

色
（
使
用
可
能
）
５
０
４
棟

　

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
４
月
26

日
〜
５
月
10
日
に
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
５
月
17
〜
24
日
に
判
定

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◇
避
難

　

町
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
と
、

町
内
の
避
難
者
は
５
月
25
日
現
在
、

３
カ
所
に
４
８
２
人
。

　

町
民
体
育
館
が
３
８
０
人
と
多

く
、
同
館
へ
の
集
約
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
同
館
駐
車
場
の
車
中
泊

や
嘉
島
東
小
で
の
テ
ン
ト
泊
な
ど

の
ほ
か
、
自
宅
近
く
な
ど
で
の
避

難
も
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

町
民
体
育
館
は
、
４
月
27
日
に

段
ボ
ー
ル
の
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
、

５
月
４
日
は
福
島
県
畳
工
業
組
合

か
ら
畳
５
０
０
枚
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
５
月
20
日
は
仮
設
エ
ア
コ
ン
、

23
日
に
洗
濯
機
や
乾
燥
機
、
電
子

レ
ン
ジ
、
大
型
扇
風
機
な
ど
も
設

置
。
避
難
者
に
よ
る
自
主
的
な
運

営
組
織
も
発
足
、
体
育
館
内
外
や

ト
イ
レ
の
掃
除
、
食
事
の
配
膳
な

ど
を
班
ご
と
に
担
当
し
て
23
日
か

ら
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
は
、
Ｕ
‐
23
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
の
手
倉
森
監
督
、

15
日
は
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
選
手
、

24
日
は
日
本
代
表
の
香
川
真
司
選

手
や
ロ
ア
ッ
ソ
の
巻
誠
一
郎
選
手

が
来
訪
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を

励
ま
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
で

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

◇
堤
防
・
道
路

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

に
よ
る
と
、
緑
川
水
系
の
国
管
理

区
間
の
堤
防
は
１
２
７
カ
所
が
地

震
に
よ
っ
て
損
傷
。
梅
雨
前
の
た

め
、
被
害
の
大
き
い
嘉
島
町
な
ど

11
カ
所
で
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施
、

５
月
９
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
、
県
道
熊
本
嘉
島
線

が
走
る
緑
川
堤
防
の
下
仲
間
地
区

か
ら
犬
渕
ま
で
約
６
０
０
㍍
。
人

が
入
る
ほ
ど
の
大
き
な
亀
裂
が
生

じ
、
国
交
省
の
復
旧
工
事
は
堤
防

を
い
っ
た
ん
削
っ
て
土
を
盛
る
大

掛
か
り
な
も
の
で
し
た
。

　

蓍
町
橋
以
西
と
城
南
橋
が
全
面

通
行
止
め
だ
っ
た
同
県
道
は
県
が

整
備
、
５
月
25
日
ま
で
に
、
上
仲

間
か
ら
城
南
橋
ま
で
の
区
間
を
除

い
て
開
通
し
ま
し
た
。

　

三
郎
無
田
と
上
六
嘉
の
町
道
の

一
部
は
通
行
止
め
、
北
甘
木
の
九

州
自
動
車
道
に
か
か
る
橋
は
片
側

１
車
線
の
対
面
通
行
が
続
行
中
。

町
道
の
沈
下
、
亀
裂
、
陥
没
な
ど

の
応
急
処
置
で
対
応
し
ま
し
た
。

◇
農
業

　

農
業
施
設
は
、
上
六
嘉
の
八
竜

交
差
点
脇
の
取
水
口
や
高
田
地
区

の
高
田
堰
な
ど
を
は
じ
め
、
町
内

の
農
業
用
水
路
や
揚
水
ポ
ン
プ
が

各
地
で
破
損
し
ま
し
た
。

　

麦
の
収
穫
前
で
実
態
は
不
明
で

平成28年
熊本地震

嘉島町  ５月25日までの動き

震災関連で１人死亡
住家全壊は２７２棟
仮設住宅の建設開始
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す
が
、
農
地
も
地
割
れ
や
液
状
化

な
ど
の
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
役
場
農
政
課
や
Ｊ
Ａ
か
み
ま

し
き
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
使
う

麦
の
収
穫
時
に
は
特
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

田
植
え
が
で
き
ず
に
、
大
豆
転

作
が
増
加
す
る
な
ど
作
付
け
計
画

は
大
幅
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

各
生
産
組
合
で
調
整
が
進
ん
で
い

ま
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
農
業
機
械
も
納
屋
の
倒

壊
で
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
被
害

が
出
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

地
盤
沈
下
や
地
割
れ
、
配
管
の
破

損
な
ど
が
発
生
、
特
に
六
嘉
の
施

設
は
応
急
修
理
で
麦
の
収
穫
に
は

対
応
で
き
る
も
の
の
、
米
や
麦
を

選
別
す
る
精
選
機
が
大
破
し
使
用

不
能
に
な
り
ま
し
た
。

◇
企
業

　

24
社
が
入
る
熊
本
南
工
業
団
地

は
、
団
地
内
の
道
路
や
各
社
の
工

場
、
機
械
、
事
務
所
な
ど
が
被
災
。

道
路
の
段
差
な
ど
は
応
急
措
置
が

終
了
。
５
月
25
日
現
在
、
全
社
が

操
業
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
操
業

度
20
、
30
％
と
い
う
社
も
あ
り
、

３
社
が
従
業
員
の
雇
用
調
整
を
実

施
、
４
社
が
検
討
中
で
す
。

　

各
種
卸
売
業
な
ど
21
社
が
入
り
、

地
盤
が
最
大
30
㌢
ほ
ど
沈
下
し
た

嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
も
全
社
が
被
災
。

各
社
の
業
務
は
再
開
し
ま
し
た
が
、

建
物
や
敷
地
の
段
差
解
消
は
不
十

分
で
、
下
水
道
も
一
部
不
具
合
が

出
る
な
ど
、
日
常
業
務
に
は
支
障

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

町
商
工
会
に
よ
る
と
、
加
盟
事

業
所
の
８
割
以
上
が
什
器
備
品
や

在
庫
商
品
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
は

５
月
25
日
現
在
操
業
停
止
中
で
す
。

【
災
害
対
策
・
復
旧
復
興
】

◇
町
災
害
対
策
本
部

　

町
災
害
対
策
本
部
は
地
震
発
生

後
、
ほ
ぼ
毎
日
、
会
議
を
開
い
て

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
や
嘱
託
員
を
含
め

た
町
地
震
災
害
対
策
会
議
を
ほ
ぼ

毎
週
１
回
開
催
、
被
災
者
の
生
活

再
建
や
住
ま
い
の
確
保
、
家
屋
解

体
、
災
害
が
れ
き
処
理
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
や
対
策
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◇
総
合
相
談
窓
口

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７

－

５
８
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
９
１

　

〇
受
付
時
間　
　

９
時
〜
16
時

　

役
場
２
階
大
会
議
室
に
５
月
24

日
開
設
し
ま
し
た
。

　

担
当
課
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た

被
災
者
支
援
の
窓
口
を
一
本
化
し
、

罹
災
証
明
書
の
発
行
、
生
活
支
援

金
や
住
宅
の
応
急
修
理
、
応
急
仮

設
住
宅
の
申
し
込
み
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
制
度
の
申
し
込
み
や
相

談
を
一
括
し
て
受
け
付
け
、
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

罹
災
証
明
書
は
５
月
25
日
現
在
、

９
８
７
件
で
す
。

　

損
壊
家
屋
の
解
体
撤
去
は
、
相

談
数
が
多
い
た
め
、
建
設
課
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
応
急
仮
設
住
宅

　

西
村
・
児
童
公
園
、
上
六
嘉
・

金
畑
公
園
、
鯰
・
近
隣
公
園
の
３

カ
所
で
５
月
７
日
に
着
工
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
５
月
14
日
ま
で
に
、

下
仲
間
公
園
、
滝
河
原
・
上
川
原

公
園
、
上
島
・
宮
ノ
前
公
園
、
北

甘
木
公
園
、
上
島
・
同
尻
公
園
、

下
六
嘉
・
西
原
公
園
の
９
カ
所
で

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６

月
中
旬
以
降
に
完
成
予
定
で
す
。

　

町
は
熊
本
県
に
２
０
０
戸
の
建

設
を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
県
の

第
一
次
計
画
に
よ
る
と
、
嘉
島
町

で
は
、
９
カ
所
に
上
仲
間
団
地
を

加
え
た
10
カ
所
、
最
大
１
９
２
戸

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

仮
設
住
宅
は
１
Ｄ
Ｋ
（
約
20
平

方
㍍
）
か
ら
３
Ｋ
（
約
40
平
方

㍍
）
ま
で
３
種
類
。
総
合
相
談
窓

口
で
入
居
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
民
間
賃
貸
住
宅
の
家

賃
な
ど
を
県
が
負
担
す
る
「
み
な

し
応
急
仮
設
住
宅
」
の
申
し
込
み

も
受
け
付
け
中
で
す
。

◇
教
育

　

幼
稚
園
、
小
中
学
校
は
５
月
２

日
、
６
日
に
午
前
中
だ
け
の
仮
登

園
、
仮
登
校
、
９
日
か
ら
簡
易
給

食
で
再
開
し
ま
し
た
。
水
道
管
や

壁
な
ど
が
破
損
し
た
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
補
修
と
水
質
検
査
な
ど

を
経
て
23
日
に
再
開
、
同
日
か
ら

完
全
給
食
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

通
学
路
な
ど
は
事
前
に
安
全
を

確
認
。
２
日
は
児
童
生
徒
の
生
活

や
心
の
状
況
を
調
査
。
小
学
校
で

は
保
護
者
が
学
校
ま
で
送
り
、
先

生
が
付
き
添
っ
て
下
校
し
ま
し
た
。

児
童
や
生
徒
は
級
友
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
断
水
し
て
い
た
中
学
校
は

25
日
現
在
、
水
質
検
査
中
の
た
め

飲
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ト

イ
レ
や
手
洗
い
で
は
水
道
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　

各
校
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
児
童
、
生
徒

の
心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
２
日
の
登
園
・
登
校
数
は
、

▽
嘉
島
幼
稚
園
95
人
中
64
人
▽
嘉

島
東
小
学
校
１
２
２
人
中
１
１
４

人
▽
嘉
島
西
小
学
校
４
３
０
人
中

３
６
４
人
▽
嘉
島
中
学
校
２
３
７

人
中
２
２
２
人
、
で
し
た
。

　

５
月
23
日
現
在
、
園
児
や
児
童
、

生
徒
の
う
ち
48
人
は
避
難
所
や
親

せ
き
宅
な
ど
自
宅
以
外
か
ら
通
園

通
学
し
て
い
ま
す
。

◇
子
育
て

　

町
保
健
セ
ン
タ
ー
は
５
月
12
日

に
再
開
。
３
〜
４
カ
月
、
６
〜
７

カ
月
の
乳
児
健
診
を
実
施
し
ま
し

た
。
19
日
に
は
３
歳
児
健
診
、
24

日
は
４
種
混
合
予
防
接
種
を
行
う

な
ど
通
常
業
務
に
戻
り
ま
し
た
。

　

認
可
保
育
園
の
幼
光
、
嘉
島
、

東
部
幼
光
の
３
園
は
５
月
２
、
６

日
の
自
由
登
園
の
後
、
９
日
か
ら

通
常
保
育
に
。
幼
光
保
育
園
は
本

園
舎
被
災
の
た
め
３
歳
児
以
上
は

一
時
的
に
東
部
幼
光
保
育
園
へ
通

園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
東
、
西
小
学
校
の
放
課
後

学
童
ク
ラ
ブ
は
５
月
９
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
空
き
教
室
を
使
っ
て

再
開
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育

て
広
場
あ
い
あ
い
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
５
月
６
日

に
再
開
し
ま
し
た
。

◇
災
害
が
れ
き

　

地
震
発
生
後
か
ら
浮
島
公
園
北

側
の
町
有
地
に
集
積
し
て
い
ま
し

た
が
、
町
外
か
ら
と
み
ら
れ
る
搬

入
が
相
次
い
だ
た
め
、
５
月
１
日

か
ら
運
転
免
許
証
の
提
示
を
求
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
２
日
に
満

杯
に
な
り
、
が
れ
き
の
搬
出
、
整

理
の
た
め
８
日
ま
で
受
け
入
れ
を
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ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

９
日
の
再
開
時
か
ら
、
業
者
に

委
託
し
て
搬
入
す
る
際
は
、
役
場

建
設
課
で
事
前
発
行
す
る
「
被
害

調
査
済
ご
み
搬
入
許
可
書
」
と
委

託
者
の
委
任
状
の
提
示
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
ご
み
や
災
害
が
れ

き
以
外
の
持
ち
込
み
も
目
立
つ
こ

と
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
や
瓦
、
解
体
家
屋
の
木
材
、
家

具
、
畳
な
ど
種
類
を
指
定
、
分
別

し
て
の
搬
入
を
強
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

◇
町
消
防
団

　

地
震
発
生
以
来
、
団
長
以
下
副

団
長
、
分
団
長
の
幹
部
は
町
災
害

対
策
本
部
で
各
地
区
13
部
の
団
員

を
指
揮
。
住
民
の
安
否
や
被
災
状

況
の
把
握
、
住
民
救
助
な
ど
を
は

じ
め
、
避
難
所
の
世
話
や
停
電
解

消
後
の
家
屋
の
ブ
レ
ー
カ
ー
確
認

呼
び
か
け
、
空
き
巣
な
ど
犯
罪
防

止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
続

け
て
い
ま
し
た
が
、
状
況
が
一
段

落
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
４
月
29

日
に
い
っ
た
ん
解
散
し
ま
し
た
。

◇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
従
来
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
改
称

し
て
４
月
26
日
に
開
設
。
県
内
外

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
避
難
所

の
運
営
支
援
や
支
援
物
資
の
仕
分

け
、
給
水
所
や
災
害
が
れ
き
集
積

所
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
配
置
し
ま

し
た
。

　

５
月
１
日
か
ら
は
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
横
の
テ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
移
設
。
被
災
家
屋

の
室
内
整
理
や
屋
外
の
破
損
し
た

瓦
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の

片
付
け
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
大
型
テ
ン
ト
を
設
置
、

４
月
20
日
〜
５
月
25
日
（
雨
天
時

は
募
集
休
止
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
計
１
４
４
５
人
、
被
災
家
屋
の

片
付
け
は
約
１
４
０
世
帯
に
な
り

ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
町
内
外
の

大
学
生
や
高
校
生
か
ら
九
州
各
県

の
社
会
人
。
親
和
銀
行
な
ど
企
業

の
組
織
的
参
加
も
。
静
岡
県
社
協

は
同
県
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
３
日
間
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
繰
り
返
し
派
遣
、
セ
ン
タ
ー

運
営
費
の
募
金
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
は

当
初
静
岡
県
社
協
、
そ
の
後
は
四

国
４
県
の
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
４
〜

５
人
ず
つ
順
に
入
っ
て
支
援
し
て

い
ま
す
。

◇
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　

町
は
４
月
19
日
、
震
災
被
災
者

の
た
め
の
義
援
金
口
座
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

５
月
25
日
現
在
、
熊
本
県
に
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
の
第
一
次
配
分

金
を
合
わ
せ
て
81
件
５
５
４
６
万

５
４
１
０
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
受
付
口
座

熊
本
銀
行　

嘉
島
支
店

　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

義
援
金　

　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

◇
自
衛
隊
・
団
体
・
自
治
体
支
援

　

日
本
医
師
会
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
自
衛

隊
に
よ
る
、
嘉
島
交
番
横
の
診
療

所
は
５
月
８
日
ま
で
、
自
衛
隊
の

入
浴
施
設
と
炊
き
出
し
は
10
日
ま

で
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

連
絡
調
整
や
各
種
調
査
、
保

健
・
医
療
、
災
害
復
旧
、
通
常
業

務
支
援
な
ど
で
職
員
や
構
成
員
を

派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
国
や
団
体
、

自
治
体
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
内
閣
府
▽
国
土
交
通
省
地
方
整

備
局
▽
熊
本
県
▽
静
岡
県
▽
福
島

県
▽
長
崎
県
▽
福
岡
県
▽
福
岡
県

久
留
米
市
▽
同
志
免
町
▽
横
浜
市

▽
石
川
県
▽
三
重
県
大
紀
町
▽
宮

崎
県
▽
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
▽
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
▽

鹿
児
島
県
▽
広
島
県
薬
剤
師
会
▽

東
京
都
▽
東
京
都
町
村
会
▽
静
岡

県
菊
川
市
▽
同
長
泉
町
▽
石
川
県

中
能
登
町
▽
茨
城
県
▽
日
本
看
護

協
会

避
難
生
活

⬅

段
ボ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
た
町
民
体
育
館
（
４
月
28
日
）

⬅

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
避
難
者

 

（
５
月
４
日
・
町
民
体
育
館
）

⬅

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
と
体
操
を
楽
し

む
避
難
者
（
５
月
18
日
・
町
民
体
育
館
）
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消　

防　

団

⬅⬆➡福島県畳
工業組合から贈
られた畳と、畳が
敷かれた生活ス
ペース（町民体育
館、５月４日）

⬆２家族８人が３台で車中泊（役場駐車場、４月28日）

⬅ 

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
相
談（
５
月
３
日
）、リ
ハ
ビ
リ
支
援
団
体

に
よ
る
聴
き
取
り（
５
月
18
日
）＝
町
民
体
育
館

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
す
る
鯰
の

第
３
分
団
第
２
部（
右
）と
滝
河
原
の

同
第
３
部
の
団
員
た
ち（
４
月
28
日
）

➡ 

支
援
物
資
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
町
民

会
館
ロ
ビ
ー（
４
月
28
日
）

広報かしま 2016.6
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応
急
仮
設
住
宅

⬆上六嘉の金畑公園（５月19日）

⬅鯰の近隣公園（５月13日）

緊急復旧の工事中（上、４月28日）と完成後（下、５月
13日）の緑川堤防＝上仲間の嘉島リバゾン南側

⬅⬆ 満杯状態になった浮島公園北の災害がれき集積場
とがれきを持ち込む車の列（５月１日）

緑　川　堤　防

災 害 が れ き

⬇
⬇

広報かしま2016.6
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企　
　

業

調　
　

査

⬆段差ができた高田の用水路（５月４日）

⬆修理中のイオンモール熊本の店内を視察する
蒲島知事（前列右から２人目）と荒木町長（同３
人目）＝５月25日

⬅大破した用水路（上六嘉、５月４日）

農　　業⬅
畑
の
中
の
地
割
れ（
犬
渕
、５
月
４
日
）

⬅ 

床
が
割
れ
た
富
田
鉄
工
の
工
場（
熊
本

南
工
業
団
地
、４
月
28
日
）

⬅ 

下
水
道
の
２
次
調
査（
上
島
、５
月
３
日
）

住
宅
の
被
害
状
況
１
次
調
査
。

⬆
高
田
、５
月
３
日　

➡
上
島
、５
月
９
日

　

鯰
、５
月
４
日

⬅

広報かしま 2016.6
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教
育
・
子
育
て

➡ 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収（
嘉
島
中
、

５
月
２
日
）

➡ 

運
動
場
で
笑
顔
を
見
せ
る
西
小

児
童（
５
月
２
日
）

➡ 

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
３
歳
児

健
診（
５
月
19
日
）

➡ 

ロ
ア
ッ
ソ
サ
ッ
カ
ー
交
流
会（
ス

ポ
ー
ツ
広
場
、５
月
15
日
）

➡ 
屋
内
で
の
片
付
け（
北
甘
木
、

５
月
１
日
）

➡ 

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
で
笑
顔

の
香
川
選
手（
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

５
月
24
日
）

➡ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
の
受
け
付
け（
５
月
１
日
）

➡ 

が
れ
き
の
片
付
け（
西
村
、５
月

１
日
）

➡ 

教
室
で
手
を
動
か
す
ゲ
ー
ム
を

楽
し
む
東
小
児
童（
５
月
２
日
）

サ
ッ
カ
ー

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

震
災
対
策
会
議

⬆第５回町地震災害対策会議（役場、５月15日）
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震
災
関
連

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　

嘉
島
町
は
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊

本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
７
の
地
震
で
被
災
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
者
支
援
の
た
め
に

「
嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
」

を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
支
援
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
次
の

口
座
に
ご
送
金
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行　

嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

○
振
込
手
数
料

　

第
一
地
銀
（
肥
後
銀
行
、
福
岡
銀
行
、

佐
賀
銀
行
、
大
分
銀
行
等
）
窓
口
か
ら

自
動
車
税
納
期
は
８
月
に
変
更

　

平
成
28
年
度
自
動
車
税
の
納
期
は
、

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
の

影
響
に
伴
い
、
自
動
車
税
の
納
期
を
５

月
か
ら
８
月
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
８
月
上
旬

に
発
送
の
予
定
で
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
、
今
年
度
も
継

続
し
て
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方
に
お
送

り
す
る
「
自
動
車
税
減
免
継
続
通
知

書
」
は
、
８
月
上
旬
に
発
送
の
予
定
で

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
３
６
８－

４
３
０
０

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
及
び
口
座
振
替

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
住
宅
、
家
財

そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
被
害
金
額

が
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を

受
け
ら
れ
た
方
等
は
、
ご
本
人
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
又
は
一
部
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲
や
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
熊
本
東
年
金
事

務
所
又
は
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て

の
振
込
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
Ａ

Ｔ
Ｍ
・
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
か
ら
の

振
込
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
銀
行
等
に
つ
い
て
は
手
数

料
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
役
場
会
計
室

☎
２
３
７－

１
１
１
１

熊
本
地
震
に
よ
り
他
の
市
町
村

か
ら
嘉
島
町
へ
避
難
さ
れ
て
い

る
皆
様
へ

　

嘉
島
町
以
外
に
住
民
票
の
あ
る
方
で
、

嘉
島
町
に
避
難
し
て
い
る
方
は
、
住
民

票
の
あ
る
住
所
地
に
次
の
こ
と
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
氏
名
（
通
称
名
の
あ
る
外
国
人
住
民

は
氏
名
・
通
称
）
と
生
年
月
日

○
避
難
元
の
住
所

○
避
難
先
の
所
在
地
、
連
絡
先
電
話
番

号※
同
一
世
帯
員
と
と
も
に
避
難
し
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
方
の
情
報
も
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

６
月
３
日
（
金
）
〜
24
日

（
金
）
の
毎
週
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

○
場
所　

嘉
島
町
役
場
２
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
総
合
相
談
窓
口
内
）

○
相
談
方
法　

面
談
（
予
約
不
要
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
３
６
４－

２
８
８
９

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
設
置

　

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機

構
は
、
被
災
さ
れ
た
住
民
の
方
か
ら
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
健
康
に
関
す
る
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

○
熊
本
地
震
被
災
者
の
た
め
の
心
の
相

談
ダ
イ
ヤ
ル

・
電
話
０
１
２
０－

７
８
３－

７
２
８

・
受
付
日
時　

平
日
10
時
〜
17
時

・
対
象　

被
災
さ
れ
た
住
民
の
方

○
熊
本
地
震
被
災
者
の
た
め
の
健
康
相

談
ダ
イ
ヤ
ル

・
電
話
０
１
２
０－

０
２
１－

５
０
６

・
受
付
日
時

　
　

月
・
水
・
金
曜
日
の
13
時
〜
17
時

・
対
象　

被
災
さ
れ
た
住
民
の
方

※
同
様
の
ご
相
談
は
、
全
国
の
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
引
き
続
き

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
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体
価
が
低
い
方
に
対
し
て
、
引
き
続
き

予
防
接
種
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業
」
の
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗

体
価
16
倍
以
下
）
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど

の
同
居
者

※
た
だ
し
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

歴
が
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
助
成
制
度

　

嘉
島
町
は
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、

予
防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に

対
し
、
主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

発
生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者
や
必
要
書
類
等
を
確
認
し
、

役
場
町
民
課
窓
口
で
直
接
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
対
象
者　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
方
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
方
（
妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
方
は
除
き
ま
す
）

①
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予
防

接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

②
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い
て

抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16

倍
以
下
及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍
未
満
相

当
）
と
判
断
さ
れ
た
妊
娠
を
希
望
さ
れ

る
方

※
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を

除
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
の
予
防
接
種

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
助
成
額　

７
０
０
０
円
を
上
限
と
し
、

対
象
者
が
負
担
し
た
額

○
助
成
費
用
の
申
請
期
限　

平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
（
助
成
対
象
は
、
平
成

28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
接
種
し
た
予
防
接
種
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
次
の
い
ず
れ
か
）

・ 

熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風
し

ん
抗
体
検
査
結
果
通
知
書

・ 

過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が

い
る
方
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
保
険

料
納
付
が
困
難
な
方
は
口
座
振
替
を
停

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
災
者
専

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
も
し
く
は
熊
本
東

年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

直
接
、
振
替
先
の
金
融
機
関
本
支
店
に

停
止
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－
８
１
１
４

　
　

被
災
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
１
２
０－

５
５
８－
６
５
６

　
　

町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

重
度
心
身
障
害
者
医
療
の
支
払
い

　

こ
の
度
の
震
災
の
影
響
の
た
め
、
支

給
決
定
通
知
書
が
郵
送
で
き
ず
、
事
後

報
告
と
な
り
ま
し
た
が
、
４
月
支
払
分

の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
は
４
月
28

日
、
５
月
支
払
分
は
５
月
31
日
に
振
り

込
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

介
護
保
険

高
額
介
護
療
養
費
等
の
振
込

　

５
月
10
日
に
振
込
予
定
だ
っ
た
高
額

介
護
療
養
費
及
び
３
月
申
請
分
の
住
宅

改
修
費
・
福
祉
用
具
購
入
費
は
、
５
月

26
日
に
振
り
込
み
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
し

ば
ら
く
の
間
、
各
種
振
込
通
知
の
発
送

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

風
し
ん

風
し
ん
抗
体
検
査
が

無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

平
成
25
年
に
大
流
行
し
た
風
し
ん
。

妊
婦
が
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20
週
頃
ま

で
）
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目

や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
も
っ
て

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ
の
た
め
妊
娠
・

出
産
を
考
え
て
い
る
女
性
は
、
特
に
事

前
の
予
防
が
大
切
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗

体
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に

検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
の
抗
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分
か
る
書
類
（
母
子
手
帳
等
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
も
し
く
は
問
診
票
の
コ

ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
印
可
）

⑤
助
成
費
用
を
振
り
込
む
た
め
の
申
請

者
と
同
一
名
義
の
金
融
機
関
口
座
情
報

（
通
帳
等
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
育
て

お
忘
れ
な
く
！

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
6
月
30

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

○
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し

○
平
成
28
年
１
月
１
日
に
嘉
島
町
内
に

住
民
登
録
の
な
か
っ
た
方
↓
前
住
所
地

の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
平
成
28
年

度
所
得
課
税
証
明
書

※
発
行
開
始
日
が
市
町
村
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
前
住
所
地
の
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い
る
場

合
↓
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
謄
本
と
生
計
同
一
申
立
書

※
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

６
月
期
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

平
成
28
年
２
月
分
〜
５
月
分
の
児
童

手
当
は
、
６
月
10
日
（
金
）
に
そ
れ
ぞ

れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

６
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
を
し
、
当
日
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

※
そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

○
期
間

　

６
月
27
日
（
月
）
〜
７
月
３
日
（
日
）

○
時
間

・
６
月
27
日
（
月
）
〜
７
月
１
日
（
金
）

　

８
時
半
〜
19
時

・
７
月
２
日
（
土
）
〜
７
月
３
日
（
日
）

　

10
時
〜
17
時

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
暴
力
、
虐
待
、
体
罰
等
子

ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

　

専
用
相
談
電
話

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

　

熊
本
地
方
法
務
局
は
、
本
強
化
週
間

以
外
で
も
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
８
時
半

か
ら
17
時
15
分
ま
で
同
じ
専
用
相
談
電

話
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

☎
３
６
４－

２
１
４
５

相　

談
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

６
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

７
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活
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く
だ
さ
い
。

　

農
作
物
の
栽
培
管
理
で
、
消
毒
を

行
っ
た
り
、
や
む
を
得
ず
麦
わ
ら
、
稲

わ
ら
の
焼
却
を
行
っ
た
り
す
る
場
合
は
、

風
向
き
等
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
隣
接

す
る
住
宅
住
民
へ
の
事
前
の
声
か
け
や
、

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
の
時
間
帯
を
避

け
る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
周
辺
農

地
の
様
子
を
見
て
、
消
毒
や
わ
ら
焼
却

が
行
わ
れ
そ
う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を

閉
め
る
、
洗
濯
物
等
の
外
干
し
を
控
え

る
、
な
ど
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
か
ら
消
毒
や
焼
却
を
行
う
時
期
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
の
で
、
詳
し
い
期
日
等
は
役
場

農
政
課
、
ま
た
は
上
益
城
農
協
嘉
島
支

所
購
買
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

○
わ
ら
焼
却　

麦　

６
月
上
旬
〜
中
旬

　
　
　
　

米　

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬

○
消
毒　

米　

９
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　
　

上
益
城
農
協
嘉
島
支
所
購
買

☎
２
３
７－

０
０
９
８

採
用
・
募
集

税
務
職
員
採
用
試
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局

で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
６
月
20
日
（
月
）
か
ら

開
始
し
ま
す
。
受
験
資
格
等
及
び
受
験

申
込
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
試
験
概
要
（
税
務
職
員
採
用
試
験

を
検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
受
付
期
間
及
び
申
込
先
は
、
申

込
方
法
及
び
希
望
す
る
試
験
地
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
　

☎
０
９
２－

４
３
１－

７
７
３
３

　
　

 

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
３
５
４－

６
１
７
１

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練

受
講
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

【
Ｉ
Ｔ
＆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
セ
ン
ス
科
】

○
受
講
対
象
障
が
い　

身
体
障
が
い
の

う
ち
上
肢
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
難

病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

○
定
員　

７
名

○
内
容　

パ
ソ
コ
ン
技
術
の
習
得
、

ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
の
資
格
取
得
を
目

指
す

○
募
集
期
間

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

　
　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
３－

０
９
９
９

健　

康
文
化
セ
ン
タ
ー
健
康
体
操
教
室

　

６
月
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講
座
は
、

講
師
や
受
講
者
の
被
災
に
よ
り
原
則
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
健
康
体

操
教
室
に
つ
い
て
は
、
６
月
か
ら
再
開

し
ま
す
。
交
流
の
場
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
解
消
に
、
ど
う
ぞ
お
越
し
下
さ
い
。

○
健
康
体
操
教
室

・
日
時　

６
月
15
日
（
水
）
13
時
半
〜

・
場
所　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

・
講
師　

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４

農　

業
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

〜
現
況
届
提
出
の
お
願
い
〜

　

毎
年
、
５
月
後
半
に
農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
に
独
立
行

政
法
人
・
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況

届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
現

況
届
は
引
き
続
き
農
業
者
年
金
を
受
給

す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

必
ず
７
月
29
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
族
の
方

の
代
筆
・
提
出
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

　

特
に
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
農
業
委
員
会
ま
で
直
接
持
参
を
お
願

い
し
ま
す
。
書
き
方
な
ど
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会

へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会

☎
２
３
７－

２
６
２
９

農
作
業
に
ご
注
意
を

　
　

〜
農
地
の
地
割
れ
、

　
　
　
　
　

わ
ら
焼
却
の
煙
〜

※
震
災
で
農
地
に
地
割
れ
や
液
状
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
安
全
面

に
十
分
に
注
意
し
て
農
作
業
を
行
っ
て
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６
月
13
日
（
月
）
〜
７
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　

９
月
１
日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
水
）

○
経
費　

５
，
４
０
０
円
程
度

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
、
税
抜
き
）

○
訓
練
場
所　

一
般
財
団
法
人
キ
ャ
リ

ア･

カ
レ
ッ
ジ
（
熊
本
市
中
央
区
帯
山

２－

12－

26
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
平
成
28
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８
月
31
日

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

６ 月 の 納 税 等 ７ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年６月30日（木）

固定資産税………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年８月１日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

６月22日
７月13日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
28
年
５
月
17
日
現
在

一　

般　

寄　

付

遠
藤　

卓
弥　

様

（
埼
玉
県
草
加
市
）

山
本　

晃
司　

様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

山
田　

宏　

様

（
東
京
都
江
東
区
）

松
村　

陽
一　

様

（
兵
庫
県
西
脇
市
）

明
先　

治
之　

様

（
福
井
県
福
井
市
）

酒
匂　

利
夫　

様

（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

小
川　

真　

様

（
大
阪
府
茨
木
市
）

上
坂　

敏
弘　

様

（
福
井
県
敦
賀
市
）

橋
本　

憲
司　

様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

山
根　

唯　

様

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

近
藤　

晶　

様

（
愛
知
県
岡
崎
市
）

村
瀬　

圭
吾　

様

（
兵
庫
県
西
宮
市
）

小
山　

光
久　

様

（
福
島
県
福
島
市
）

篠
崎　

大
輔　

様

（
東
京
都
目
黒
区
）

高
橋　

要　

様

（
北
海
道
岩
見
沢
市
）

ふ
る
さ
と
寄
附

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
下
さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
芳

志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

緒
方　

成
明　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡　

栗
﨑　

計
子　

様

　

木
村　

ク
ニ
エ　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

竹
男　

様

　

森
嶋　

眞
弓　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

茂　

様

　

宮
川　

治
光　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

福
嶋　

チ
ヨ
コ　

様

　

本
田　

ト
メ
子　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

康
次
郎　

様

　

冨
岡　

シ
ノ
ブ　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

王
將　

様

　

髙
木　

伸
一　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

マ
ス
エ　

様

　

田
端　

澄
子　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

强　

様

　

奥
田　

ア
ヤ
子　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

久
幸　

様

　

本
田　

澄
子　

様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

金
一　

様
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地
震
発
生
後
、
地
震
災
害
に
関
連

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
生
活
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
安
な
気
持
ち
に
な
り
、
急
い
で

相
手
に
連
絡
し
た
り
、
契
約
を
し
た

り
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ

わ
て
ず
に
内
容
を
確
認
、
見
積
書
を

複
数
か
ら
と
る
な
ど
、
慎
重
に
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。
実
際
の
相
談
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

①
高
額
な
屋
根
修
理
契
約

　

地
震
で
屋
根
の
修
理
が
必
要
と
な

り
、
応
急
処
置
の
あ
と
修
理
の
見
積

書
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
高
額

で
、
修
理
費
用
と
別
に
応
急
処
置
の

費
用
も
請
求
さ
れ
た
。
同
じ
よ
う
な

修
理
で
別
業
者
か
ら
見
積
り
を
と
っ

た
知
人
の
話
で
は
応
急
処
置
は
無
料

で
、
私
の
見
積
金
額
よ
り
も
か
な
り

安
か
っ
た
。
こ
の
金
額
は
妥
当
な
の

だ
ろ
う
か
。

②
自
動
音
声
の
不
審
な
電
話

　

建
築
士
の
団
体
を
名
乗
り
、
自
動

音
声
で
「
無
料
で
見
積
も
り
ま
す
」

「
優
良
企
業
を
紹
介
し
ま
す
」「
壁
の

修
繕
は
１
を
、
屋
根
の
修
繕
は
２
を

押
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
電
話
が

自
宅
に
か
か
っ
て
き
た
。
最
後
ま
で

聞
い
て
い
た
が
、「
後
で
電
話
し
ま

す
」
と
電
話
が
切
れ
た
。
一
人
暮
ら

し
で
あ
り
、
突
然
自
宅
に
来
た
り
し

な
い
か
不
安
で
あ
る
。

③
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請
求

（
※
地
震
発
生
後
、
相
談
急
増
中
）

　

い
ろ
い
ろ
な
動
画
サ
イ
ト
を
見
て

い
た
と
こ
ろ
、
突
然
「
登
録
が
完
了

し
ま
し
た
。
15
万
円
」
と
表
示
し
、

訂
正
す
る
こ
と
も
戻
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
っ
た
。「
間
違
っ
て
登
録
し

た
人
は
こ
ち
ら
へ
」
と
案
内
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
電
話
番
号
に
か
け
た

と
こ
ろ
、「
支
払
わ
な
か
っ
た
ら
裁

判
を
す
る
」
と
脅
さ
れ
、
怖
く
な
っ

て
電
話
を
切
っ
た
。
裁
判
を
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
あ
る
。

○
ア
ド
バ
イ
ス
○

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
際
、
混
乱
に
乗
じ
て
悪
徳
業
者

が
多
数
出
現
し
ま
す
。

　

家
屋
の
修
理
な
ど
の
契
約
を
す
る

場
合
は
、
つ
と
め
て
顔
な
じ
み
の
業

者
を
利
用
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
業
者
を
つ
か
う
場
合
も
、

可
能
な
限
り
複
数
か
ら
見
積
も
り
を

と
る
な
ど
し
て
、
工
事
内
容
を
確
認
、

比
較
し
、
納
得
し
た
上
で
契
約
し
ま

し
ょ
う
。
契
約
前
に
第
三
者
に
相
談

を
す
る
こ
と
も
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
方
法
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
動
画
サ
イ
ト
な
ど
の
契
約

で
は
、「
次
へ
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
「
登
録
さ
れ
た
」
と
い
う
表

示
が
出
て
も
、
契
約
は
成
立
し
て
い

ま
せ
ん
。
あ
わ
て
て
相
手
先
に
電
話

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

・ 

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談

室　

※
嘉
島
町
役
場

　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

・
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
３
８
３－

０
９
９
９

・ 

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
熊
本
地
震
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
　

☎
０
１
２
０－

７
９
３
４－

４
８

・
熊
本
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
１
２
０－

５
８
７－

８
５
８

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
被
災
の
不
安
に
つ
け
い
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
注
意
報
》

見
守
り
新
鮮

情
報
6
月
号

 〔
発
行
者
〕
御
船
警
察
署
・

　
　
　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　

 

☎
２
８
２－

１
１
１
０

空
き
巣
、
デ
マ
情
報
に

　
　
　
　
　
　

ご
注
意
!!

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
の
発
生
直
後

か
ら
、
御
船
警
察
署
管
内
で
、
被
災

家
屋
や
留
守
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
被

害
が
複
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

狙
い
は
現
金
や
貴
金
属
な
ど
で
す
。

外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
戸
締
ま
り

を
し
、
戸
締
ま
り
が
で
き
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
現
金
や
貴
重
品
は
常
に

身
に
つ
け
て
お
く
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
根

拠
な
く
不
安
感
を
あ
お
る
よ
う
な
デ

マ
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
信
頼

で
き
る
情
報
に
基
づ
い
て
落
ち
着
い

て
行
動
し
、
決
し
て
拡
散
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
時
は　

１
１
０
番

　

御
船
警
察
署

　
　
　
　

☎
２
８
２－

１
１
１
０

　

嘉
島
交
番

　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
４
４
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After the Earthquake
　Last month has been a bit strange, hasn’t it? 
I keep hearing that Kumamoto hasn’t experienced 
an earthquake like the ones we had in decades. 
During the earthquake I was extremely scared, 
and I, like many others, had to stay in an evacuation 
area for a while. But the people I met there 
were very kind and strong, and I never heard 
anyone say anything negative. The people of 
Kashima are very brave and positive, and I really

admire how everyone’s handled things. I hope everyone is doing better now that repairs 
are underway.
　I’m very glad that school has finally started again. I’m very much looking forward 
to working with the new first graders in junior high! English class might become more 
difficult in middle school, but I think everyone will face the challenge with a strong 
spirit. I too have a challenge ahead of me: the Japanese Language Proficiency Test. 
I’ve been studying the entire time I’ve been in Japan preparing for this test, and in 

July I will finally take it. I have a lot of 
studying ahead of me!
　I was glad to return to school and see 
that everyone is still genki. Despite how 
devastating the earthquakes were, you’ve 
all gone on smiling, and I really admire
everyone’s strength. Ganbarou, Kumamoto!

地震のあと
　先月は大変でした。かつて熊本でこんなに大き
な地震を経験したことがないという話をよく聞き
ます。地震の時はとても怖くて、私は嘉島町の多
くの人と同じように避難所で過ごしました。そこ
で出会った人々はとても優しく、でも強く、本当
に尊敬しました。熊本の皆さんは勇敢でポジティ
ブな人だと思います。今では、復旧工事なども始
まっていて嬉しく思っています。
　そして、学校がやっと始まったので幸せです。
中学１年生と一緒に勉強できるのを楽しみに待っ
ていました！中学校では、英語の授業が難しくな

りますが、きっと皆やり遂げることができると思
います！実は、私にもチャレンジしていることが
あります。日本語能力試験の受検です。日本に来
てからずっと勉強していて７月にやっと受検する
ことができます。まだまだ勉強しなくてはいけま
せん！
　学校で子どもたちの元気の良さを見ることがで
きてとても嬉しいです。子どもたちはみんな地震
があっても笑顔で過ごしています。みんなの強さ
は本当にスゴイと思います。頑張ろう　熊本！

（５月 12 日作成）

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島西小５年２組の子どもたちと
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小林　鈴音さん
（嘉島中学校１年）

宮田　フミコさん（上島）

枝
々
の
つ
ぼ
み
探
せ
ば
桜
咲
く
色
ほ
ん
の
り
と
二
輪
の
花
が 

大
塚
シ
ズ
子

炊
く
と
い
う
役
目
を
果
た
し
き
っ
た
炊
飯
器
釜
の
底
ま
で
撫
で
る
よ
う
に
拭
く 

川
原　

涼
子

両
の
手
に
顔
を
お
お
え
ば
ほ
ん
の
り
と
さ
っ
き
摘
ん
だ
る
春
菊
に
お
う 

北
澤
喜
美
子

玄
関
の
ま
白
き
台
に
並
べ
よ
う
春
に
な
っ
た
ら
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
鉢
を 

工
藤　

明
子

天
草
の
海
に
向
か
ひ
て
立
つ
墓
の
十く

る

す

字
架
の
下
に
眠
れ
る
人
誰た

れ 

栗
﨑　

房
子

金
槌
を
振
り
下
ろ
し
た
る
二
の
腕
に
若
き
大
工
の
力
こ
ぶ
見
た
り 

栗
﨑　

廉
子

野
の
道
を
犬
と
走
れ
ば
露
玉
の
草
よ
り
跳
ね
る
輝
き
な
が
ら 

境　
　

益
代

し
ん
し
ん
と
雪
は
降
り
つ
ぐ
家
々
の
屋
根
に
道
路
に
車
の
上
に 

榊
原
レ
イ
子

暖
か
き
日
和
つ
づ
き
て
実
ざ
く
ら
の
ポ
ァ
ン
ポ
ァ
ン
と
咲
き
出
で
に
け
り 

津
出
ト
ヨ
子

お
向
か
い
の
屋
根
で
お
た
け
び
上
げ
て
い
る
黒
猫
虎
猫
間
合
い
を
は
か
る 

冨
永　

照
代

凍
て
つ
い
た
朝
の
空
気
を
押
し
開
く
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
日
の
差
し
く
れ
ば 

橋
本
ユ
キ
子

食
事
し
よ
う
花
見
し
よ
う
と
誘
い
く
る
友
ら
の
あ
り
て
今
日
は
お
し
ゃ
べ
り 

三
池　

淑
惠

留
守
が
ち
の
隣
家
の
庭
の
白
梅
が
わ
が
家
の
窓
を
満
開
に
す
る 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

　

祝
迫　

和
子
さ
ん
（
上
島
）
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地
震
発
生
か
ら
一
カ
月
半
。
少
し
ず
つ
落
ち

着
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
余
震
警
戒
は

必
要
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
も
山
積
で
す
。

　

こ
の
間
、
町
村
会
と
土
地
改
良
区
連
合
会
で

各
２
回
、
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
で
１
回

上
京
、
関
係
省
庁
や
国
会
議
員
に
住
民
生
活
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
業
、
治
水
な
ど
あ
ら
ゆ
る

面
で
の
対
策
を
求
め
て
陳
情
。
省
庁
は
事
務
次

官
級
か
ら
幹
部
、
国
会
は
県
選
出
議
員
も
含
め

て
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
最
も
望
む

の
は
、
自
治
体
の
復
旧
復
興
の
財
政
負
担
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
特
別
措
置
法
の
制
定
で
す
。

　

与
党
地
震
対
策
本
部
長
の
谷
垣
自
民
党
幹
事

長
が
「
熊
本
に
住
ん
で
い
る
娘
が
『
６
弱
、
６

弱
よ
』
と
夜
中
に
メ
ー
ル
し
て
き
た
。
強
い
関

心
を
持
っ
て
全
力
で
対
応
す
る
」
と
話
さ
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。　

　
　
　
（
５
月
31
日
）

４、５月の
　　 町長の動き

荒木町長談

【４月】
１日 ・辞令交付式　・庁内常会　・課長会議
 ・子育て談話室及びみんなのおうち代表来庁対応
 ・農業委員任命書交付式　・第１回農業委員会
 ・熊本県町村会辞令交付式　・熊本県共同募金会辞令

交付式
 ・熊本県防犯協会連合会辞令交付式
 ・転入教職員受入式、辞令交付式　・御船地区衛生施

設組合辞令交付式　・上益城広域連合辞令交付式
 ・明和不動産来庁応対　・熊本県防犯協会連合会来庁

対応
３日 ・犬渕区総会　・滝河原区総会　・井寺区総会
 ・上島生産組合及び農地水活動組織組合総会
４日 ・課長会議　・東海大学入学式
５日 ・倉岡紙工社長、アルファリアルエステート専務来庁

対応
 ・県都市計画課長来庁対応、熊本県土木部長来庁対

応、熊本県建設技術センター来庁対応
 ・イオンモール来庁対応　・氷川町長来庁対応
６日 ・非常勤職員辞令交付式
７日 ・熊本県県民生活局長来庁対応　・熊本県共同募金会

来庁対応
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
８日 ・上島老人会総会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
 ・熊本県総務部長来庁対応　・熊日事業局来庁対応
９日 ・嘉島町商工会青年部通常総会
10日 ・上六嘉区総会　・上島区協議員会
11日 ・課長会議　・上益城ハローワーク所長来庁対応
 ・東西小学校入学式　・嘉島中学校入学式
 ・大西一史氏春の集い
12日 ・春の全国交通安全運動巡視　・嘉島幼稚園入園式
 ・熊本県共同募金会配分交付式
13日 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
14日 ・国保中央会打合せ
15日 ・嘉島町消防団幹部会議
18日 ・地震災害対策会議
19日 ・熊本県防犯協会連合会来庁対応　・イオン熊本来庁

対応
20日 ・総務省来庁対応
21日 ・熊本地震に関する陳情活動　～22日
22日 ・市町村振興協会来庁対応
25日 ・熊本県くらしの安全課来庁対応　・地震災害対策会議
26日 ・土地改良事業団体連合会長　・事務責任者会議
27日 ・全国町村会政務調査会　・全国町村会正副会長会
28日 ・総務省来庁対応　・経済産業省来庁対応
 ・本省市街地整備課来庁対応
 ・土砂調査報告　・イオンモール来庁対応

 ・熊本県町村会評議員会
 ・熊本県防犯協会連合会面会対応
30日 ・内閣府大臣政務官視察対応

【５月】
２日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応
 ・三重県名張市長来庁対応
 ・熊本県老人福祉施設協議会長面会対応
 ・第３回地震災害対策会議
３日 ・自衛隊連隊長来庁対応
 ・サッカー手倉森監督来町対応　・上益城郡町長会議
４日 ・全国町村会長来庁対応　・福島県畳組合来庁対応
５日 ・村田副知事来庁対応
６日 ・静岡県危機官来庁対応
７日 ・内閣府来庁対応　・国土交通省来庁対応
８日 ・下仲間区総会
 ・自民党農林部会熊本地震視察団会議
 ・国土交通省来庁対応
９日 ・熊本県防犯協会連合会来庁対応
 ・国土交通省熊本河川国道事務所来庁対応
 ・東京都町村会来庁対応　・三重県町村会長来庁対応
 ・熊本県環境生活部来庁対応
 ・第４回地震災害対策会議
10日 ・三重県町村会長来庁対応
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応
 ・土地改良事業団体連合会九州協議会総会　～11日
11日 ・熊本県廃棄物対策課来庁対応
12日 ・熊本県緑化推進委員会来庁対応
13日 ・㈱ツツミ来庁対応
 ・全国町村会事務総長、東京都町村会来庁対応
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会
14日 ・三重県大紀町来庁対応
15日 ・第5回地震災害対策会議
16日 ・国保中央会候補者選考会議　～17日
18日 ・熊本県共同募金会来庁対応
 ・熊本県防犯協会連合会平下氏感謝状伝達
 ・熊本県災害廃棄物処理対策会議
 ・長崎県町村会面会対応
19日 ・道路整備促進期成会同盟会全国協議会総会
20日 ・九水連緊急要望
21日 ・自民党県連熊本地震に関わる要望聴取、参議院の選

対本部立上式
23日 ・熊本県交通安全推進連盟来庁対応
 ・熊本県共同募金会理事会　・評議員会
 ・知事要望　・熊本県統計協会評議員会
24日 ・熊本県防犯協会連合会総会
25日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
 ・嘉島町農業振興地域整備促進協議会
26日 ・熊本県振興協会理事会
 ・熊本県社会福祉協議会理事会
30日 ・農業･農村整備の集い
31日 ・熊本県消防殉職者慰霊祭

政
府
与
党
熊
本
地
震
対
策
本
部
長
の
谷
垣

自
民
党
幹
事
長
（
左
）
に
緊
急
要
望
す
る

荒
木
町
長
＝
４
月
21
日
、
自
民
党
本
部
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嘉島町の人口動態
平成28年5月31日現在

（前月比）

人   口 9,183 人　

　男　　 4,429 人　

　女　　 4,754 人

世帯数　 3,405 世帯　（－20）
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熊
本
地
震
か
ら
も
う
す
ぐ
２
ヶ
月
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
が
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
に
は
本
当
に
多

く
の
方
が
激
励
に
来
ら
れ
ま
す
。
先
日
、

役
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
歴
代
の
警
察

官
の
方
々
が
揃
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

離
れ
て
い
て
も
町
の
こ
と
も
思
っ
て
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
充
分
に
伝
わ
り
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

方
か
ら
応
援
さ
れ
、
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
前
に
進
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
（
係
）

　（－17）

　（－14）

　（－31）

ご両親：藤原　聖也さん　志保美さん（鯰）

藤
原
　
希
歩
（
き
ほ
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
5
月
8
日
生

6月 12日（日）　　　田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－１１１２
6月 19日（日）　　　熊本回生会病院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－１１３３

6月 26日（日）　　　御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０１０６
7月  3 日（日）　　　田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－１１１２
7月 10日（日）　　　大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３９００
7月 17日（日）　　　香田整形外科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－２８１１
7月 18日（月・祝）　小糸整形外科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００５０

これからも笑顔いっぱいで
元気に大きくなってね☆ 

おじいちゃんおばあちゃん
これからもいっぱい遊ぼうね♬

坂
本
　
泰
基
（
た
い
き
）
く
ん

平
成
27
年
4
月
17
日
生

ご両親：坂本　和隆さん　三容子さん（鯰）

いつまでも笑顔溢れる家族でいようね!!

母親：田村　美幸さん（上島）

田
村
　
彪
雅
（
ひ
ゅ
う
が
）
く
ん

平
成
23
年
４
月
17
日
生

じぃじ　ばぁば　鯉のぼりありがとう

石
坂
　
律
（
り
つ
）
く
ん

平
成
27
年
11
月
8
日
生

ご両親：石坂　謙太さん　美由紀さん（上島）


